
経営管理研究科 準備講座「簿記論」シラバス

１．講義目的

本準備講座は、受講生が入学後の経営管理研究科で会計学関連科目を円滑に学べるよう、

その前段階として会計の基礎、とりわけ簿記を中心に学習することを目的としている。講

義数が 7 回と限られているため、網羅的な知識を習得することは難しいと思われるが、講

義では、会計の知識を有していない初学者が、会計の基本知識を身につけるとともに、あ

る程度自ら手を動かすことによって、会計情報が作成されるプロセスを体感することを到

達目標とする。

２．講義概要

会計の役割は、経済社会において生起する様々な取引を会計固有の方法によって捕捉し、

その結果を多様な利害関係者の経済的意思決定に役立つ情報に変換し、伝達することにあ

る。ここでいう様々な取引を捕捉する「会計固有の方法」こそが「簿記(bookkeeping)」で

ある。会計学は、財務会計、管理会計、税務会計、監査など複数の専門領域に分化するが、

いずれの領域であれ、会計学を学ぼうとする者にとって簿記の知識は不可欠である。

簿記の知識は、会計学を学ぶ者だけに必要なわけではない。それは、ビジネス社会に身

を置く者にとって広く役立つはずである。なぜならば、企業経営者は自社がどのような財

政状態にあるのか、どのような経営成績をあげているのかを把握するため、また経営管理

者は、あるプロジェクトを遂行するかどうか、遂行するとすればいかなる予算や原価で行

うのかを計画策定するため、さらに投資家は、どの企業の株式を購入するのか／売却する

のかを自己の責任において判断するため等、ビジネス社会では経済的意思決定の根拠とな

る「情報」が需要される局面が多々あるからである。情報の作成者となるのか利用者とな

るのか立場の違いこそあれ、簿記を学ぶことによってそうした情報がどのような手続を経

て産出されるのかを理解しておくことは、経済的意思決定の質を高めるためにも重要であ

る。

本講義では、まず基本的な会計の知識および会計プロセスの全体像を把握した後、部分

像としての様々な取引、それらを捕捉するための勘定科目や仕訳のルール、そして部分が

全体(財務諸表)へと統合されていく仕組みについて順に学んでいく。

簿記はドイツの文豪ゲーテにより”one of the most beautiful discoveries of the human

spirit”と称されている。簿記の学習はともすれば技術的になりがちであるが、本講義では技

術的側面だけでなく、簿記システムの卓抜した性質を少しでも感じられるような講義とな



るよう配慮したいと考えている。

３．講義計画

全 7 回の講義を以下のとおり進める予定である。なお、受講生の理解度や進捗度に応じ

て、講義内容を一部変更する場合があることをご了承願いたい。

第 1 回 イントロダクション(会計の基礎、財務諸表の種類と構造)

第 2 回 複式簿記の概観、簿記一巡の手続

第 3 回 仕訳と転記(資金調達取引／様々な資産の取得・売却取引)

第 4 回
仕訳と転記(商品売買取引、複数の代金決済方法)、決算手続(試算表の作成、

帳簿の締切)

第 5 回 決算整理事項(商品勘定の整理、収益・費用の見越・繰延)

第 6 回 決算整理事項(減価償却、貸倒引当金)、精算表の作成、財務諸表の作成

第 7 回 振り返り＋α(会計の国際化、連結財務諸表)

4. 持参物

 講義では、毎回レジュメを配布する。

 各自、電卓を持参されたい。

5．参考文献

講義では特にテキストを指定しないが、会計にさらに興味のある受講生には、初学者用

の参考文献として以下を紹介する。なお、講義期間中に受講生の関心がありそうと思われ

たトピックについては、以下の文献に限らず、授業中にさらなる参考文献を回覧紹介する。

 伊藤邦雄『新・現代会計入門 第 2 版』日本経済新聞出版社 2016 年

 桜井久勝『財務会計講義(第 18 版)』中央経済社 2017 年

 桜井久勝『財務諸表分析(第 7 版)』中央経済社 2017 年

 稲盛和夫『稲盛和夫の実学―経営と会計』日本経済新聞社 2000 年

 ジェイコブ・ソール（著）／村井章子（訳）『帳簿の世界史』文藝春秋 2015 年


